
 

    （公財）横浜市男女共同参画推進協会 記者発表資料 

2017 年 9 月 29 日 

男女共同参画センター横浜 事業課  

書籍『シングル女性の貧困 
    ～非正規職女性の仕事・暮らしと社会的支援』を出版 

《書籍の概要》 
■タイトル  

『シングル女性の貧困 

～非正規職女性の仕事・暮らしと社会的支援』 

■編著者 

 小杉礼子/鈴木晶子/野依智子/ 

横浜市男女共同参画推進協会  編著 

■発 行 

 明石書店 

■判型・ページ数 

 四六判・264 ページ 

■販売価格 

 2,500 円（税別） 

 

（公財）横浜市男女共同参画推進協会は、2017 年 9 月 30 日に、書籍『シングル女性の貧困～非正

規職女性の仕事・暮らしと社会的支援』を出版します。 

《問合せ先》 

男女共同参画センター横浜 事業課長 植野／男女共同参画センター横浜南 管理事業課長 小園 

電話：045-862-5052（植野）／045-714-5911 (小園) 

《目次》 
序 調査を通して、見えない女性たちの問題に光をあてる 
 
第 1 部 非正規職シングル女性のライフヒストリー 
 
第 2 部 非正規職シングル女性問題にかんする論考 
1 統計からみた 35～44 歳の非正規雇用に就くシングル 

女性［小杉礼子］ 
 
2 女性の非正規問題の新たな局面――貧困・孤立・未婚 
［野依智子］ 

 
3 非正規職シングル女性の生活不満を緩和する労働の課題

――「非正規職でも年収 300 万円以上」を［池田心豪］ 
 
4 メンタルヘルスの問題を中心に［高橋美保］ 
 
第 3 部 支援の現場から 
【対談】支援の対象になりづらい女性たちを、どう支援して

いくか［朝比奈ミカ×鈴木晶子］ 
 
非正規職シングル女性への支援と保障［鈴木晶子］ 
 
第 4 部 調査の概要と結果について 
「非正規職シングル女性の社会的支援に向けたニーズ調査」
の概要と結果［植野ルナ］ 

2015 年に、当協会が企画・調査した「非正規職シングル女性

の社会的支援に向けたニーズ調査」は、若年層でもなくシング

ルマザーでもない、「非正規職で働く 35 歳から 54 歳の（子の

いない）シングル女性」を対象として、しごとと暮らしの状況、

悩みや不安、望むサポート等を問うもので、その調査結果は多

くのメディアに取材され、大きな反響を呼びました。 

 

本書は、この調査結果を元に、当事者５人のライフヒストリー

と、様々な視点からの研究者・支援者による分析を加えた書籍

です。支援の対象として浮かび上がってきづらい「非正規職シ

ングル女性」が直面している状況と、労働や社会制度の課題を

明らかにし、当事者への社会的支援についてさぐります。 


